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このことを知っておきなさい。終わりの日には困難な時期がやって来ます。その時、

人々は、自分自身を愛し、金に執着し、見栄を張り、思い上がり、神を冒涜し、親に逆ら

い、恩を知らず、神を畏れなくなります。また、情けを知らず、和解せず、人をそしり、

自制心がなく、粗暴になり、善を好まず、人を裏切り、向こう見ずになり、気が変になり、

神よりも快楽を愛し、見た目は敬虔であっても、敬虔の力を否定するようになります。こ

ういう人々を避けなさい。彼らの中には、他人の家に入り込み、愚かな女たちをとりこに

している者がいます。その女たちは多くの罪を重ね、さまざまの情欲に駆り立てられてお

り、常に学んではいるが、いつになっても真理を認識することができません。ヤンネとヤ

ンブレがモーセに逆らったように、この者たちも真理に逆らっています。知性の腐った、

信仰の失格者です。しかし、彼らがこれ以上進むことはないでしょう。彼らの愚かさがす

べての人にあらわとなるからです。二人の場合もそうでした。（Ⅱテモテ 3:1 ～ 9 ） 

 

著者は、「終わりの日には困難な時期がやって来ます」と、終末時は困難な時期となる

と言う。主イエスは、終末はいつ起こるのか、その時にはどんな徴があるのかという弟子

たちの問いに対し、下記のように答えておられる。「その日、その時は、誰も知らない。

天使たちも子も知らない。父だけがご存じである（マルコ 13:32 ）」 と語られた。徴につ

いては「それらの日には、神が天地を造られた創造の初めから今までなく、今後も決して

ないほどの苦難が来るからである（マルコ 13:19 ）。」 また、「人に惑わされないように気

をつけなさい。私の名を名乗る者が大勢現れ、『私がそれだ』と言って、多くの人を惑わ

すだろう。戦争のことや戦争の噂を聞いても、慌ててはいけない。それは必ず起こるが、

まだ世の終わりではない。民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、方々に地震があ

り、飢饉が起こる。これらは産みの苦しみの始まりである（マルコ 13:5b ～ 8 ）」 と大き

な苦難と混乱を予告しておられる。著者も、終末時には人々の間で不法と混乱が起こると

書いている。「人々は、自分自身を愛し、金に執着し、見栄を張り、思い上がり、神を冒

涜し、親に逆らい、恩を知らず、神を畏れなくなります。また、情けを知らず、和解せず、

人をそしり、自制心がなく、粗暴になり、善を好まず、人を裏切り、向こう見ずになり、

気が変になり、神よりも快楽を愛し、見た目は敬虔であっても、敬虔の力を否定するよう

になります 。」 また、他人の家に入り込み、愚かな女どもをたぶらかす。愚かな女たちは

罪に満ち、様々の情欲に駆り立てられ、福音を学んでいながら、決して真理を認識するこ

とができない。敬虔に見えても、こういう行いをし、敬虔の力を否定する人々を避けなさ

いと忠告している。著者は、「ヤンネとヤンブレがモーセに逆らったように、この者たち

も真理に逆らっています。知性の腐った、信仰の失格者です」と言う。「ヤンネとヤンブ

レ」は、聖書には記されていないが、後期ユダヤ教聖典タルグムの伝説に出てくるモーセ

に対抗したエジプトの呪術師である。出エジプト記 7 章 11節に、「ファラオも賢者や呪術

師らを呼び出した。エジプトの魔術師たちもまた秘術によって同じように行った。それぞ

れ自分の杖を投げると、大蛇になったが、アロンの杖が彼らの杖を呑み込んだ」と書かれ

ている。このような呪術師がヤンネとヤンブレである。モーセに逆らった二人のように、

終末時に不法な混乱を起こす人々も真理に逆らう。彼らの知性は腐り、信仰の失格者であ

る。彼らの無知は、ヤンネとヤンブレと同じように、全ての人々に露わになると言う。 


